
令和 7 年度 第 1回長崎県がん地域連携パス研修会（2025.9.11） 

（アンケート調査結果） 
 

開催日：2025年 9月 11日（木） 

時 間：19：00～20：00 

形 式：ハイブリット開催（Zoom+会場（第一会議室）） 

出席者：111名 回答者：37名 

 

【施設】 ※（  ）内が回答数（以下、同じ） 

地域医療機関…（ 29 ）     がん拠点病院…（ 2 ）     がん推進病院…（ 1 ）   

長崎大学病院…（ 2 ）      不明…（ 0 ） 

その他…（ 3 ）※その他内訳：診療所、保険薬局、調剤薬局 

 

【職種】 

①医師…（ 18 ）    ②看護師…（ 5 ）      ③薬剤師…（ 8 ）   

④診療放射線技師…（ 0 ）   ⑤医療ソーシャルワーカー…（ 0 ）   ⑥事務職員…（ 4 ） 

その他…（ 2 ）※内訳：理学療法士、介護福祉士 

 

【がん地域連携パス研修会へのご参加は何回目ですか】 

はじめて（1回目）…（ 10 ）    2回目…（ 15 ）   3回目以上…（ 12 ） 

 

Ⅰ.本日の研修は満足しましたか 

 1.満足した…（ 26 ）    2.大体満足した…（ 10 ）   3.あまり満足しなかった…（ 0 ） 

 4.満足しなかった…（ 1 ）  

 

Ⅱ.本日の研修は理解できましたか  

1.理解できた…（ 26  ）   2.大体理解できた…（ 10 ）     3.あまり理解できなかった…（ 0 ）  

4.理解できなかった…（ 1 ）   

 

Ⅲ.本日の研修会についてご意見・ご感想をお聞かせください  

・ありがとうございました。（医師） 

・今までとは異なる新しい情報も多く、参加して大変有意義に感じました。ありがとうございます。（薬剤

師） 

・パスの適応を詳しく知りたいです。疾患によって違うのですね。（薬剤師） 

・1  乳腺化学療法の時に頭部を冷却する方法 WEBに入るが遅くて十分わかりませんが、私が現役のころもシ 

スプラチンなどの治療の時に頭を冷却圧迫する施設の発表を聞いたことがあります。その時と現在の比較を 

お聞きしたかったです。 

２ 私どもは開腹、開胸の時代で、ようやくラパコレが始まったころです。それから四半世紀、手術も変わ 

りました。臓器を触ったことのない研修医が多く出てくるでしょう。しかし、どんな場所でも外科医は手術 

しないといけないことから考えると、ダビンチ手術ともっとデバイスを使わない安上がりな昔ながらの手術 

の両方で若手を育成することが必要に思いました。（医師） 

・努力しましたが最後までつながりませんでした。頂いた資料をじっくり学びます（薬剤師） 

・興味深いテーマでとても参考になりました。（看護師） 
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・わかりやすい講演だったと思います。他科の先生や多分コメディカルにも。（医師） 

・新しい治療法が勉強になりました。（医師） 

・パスについての話をもう少ししてほしかった（医師） 

・開業医として患者さんに説明するのに参考になりました。（医師） 

・頭皮冷却療法は素晴らしい成果でした。（医師） 

・普段見学することも出来ないようなﾛﾎﾞｯﾄ手術を拝見でき貴重な時間でした。また、がん連携パスにて長大の 

先生方のご負担を軽減するとともに少しでも手術に専念出来ているとのお言葉をいただけて光栄でした。 

（医師事務） 

・アントラサイクリン投与時のHead coolingは40年前にやっていましたが、最近のcooling方法がどのように進 

化したのかを教えていただきたい。（医師） 

  

Ⅳ.現在下記の「がん地域連携パス」が運用中です。今後がん地域連携パスの研修会としてご希望されるもの

に〇をつけて下さい（複数回答可）  

（ 15 ）肺がん術後フォローアップ          （ 9 ）肺がん術後補助化学療法（UFT)   

（ 15 ）乳がん術後フォローアップ（ホルモン療法含む）        

（ 12 ）胃がんESD後フォローアップ          （ 18 ）胃がん術後フォローアップ  

（ 12 ）胃がん術後補助化学療法（TS1）                 

（ 14 ）肝がん術後フォローアップ    

（ 15 ）膵がん術後フォローアップ（補助化学療法含む TS1・GEM）  

（ 16 ）大腸がん術後フォローアップ                  （ 11 ）大腸がん術後補助化学療法（UFT） 

（ 8  ）前立腺がん術後フォローアップ                （ 9  ）前立腺がんホルモン療法 

（ 6  ）前立腺がん放射線治療後フォローアップ        （ 9 ）前立腺がんPSA フォローアップ  

 

Ⅴ.本研修会で、取り上げてほしいテーマをお聞かせください。 

・進化や進歩が速い分野なので、標準治療と最新情報のフォローアップを希望します。（薬剤師） 

・外科医の実働時間と男女間の差についての統計を（医師） 

・もう少し早めの招待メールが欲しいです（薬剤師） 

・前立腺癌関係（医師） 

・運用の実際（医師） 

 

Ⅵ.本日の研修会は、どのようにしてお知りになりましたか（複数回答可）。 

1.チラシ…（ 5 ）  2.案内状…（ 30 ）  3.イントラネット（長崎大学病院職員のみ）…（ 2 ） 

 4.同僚・友人・知人…（ 0 ）    その他…（ 3 ）内訳：薬剤師会、メール、市医師会旬報   

 

Ⅶ.【連携医療機関関係の方のみご回答ください】 

「がん地域連携パス」で患者を受け入れた場合の不安な点とその理由を教えてください（複数回答可）  

なし…（ 3 ）        定期の診断・治療…（ 3 ）     緊急時の対応…（ 13 ）  

化学療法の副作用への対応…（ 10 ）   メンタルケア…（ 8 ）  
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Ⅷ.がん地域連携パスを使用するうえで、お困りのことや要望等があればお聞かせください 

・今後とも情報提供方どうぞ宜しくお願い致します。（薬剤師） 

・ここ二年あまりは連携パスはいただいていません。（医師） 

・どこまで立ち入ってお話を伺うか迷います（薬剤師） 

・いくつかのパスを連携していますが、それぞれに様式が違ってなかなか面倒です。（医師） 

・パスをはずれたあとのフォローで変化があったときはどうすべきでしょうか。（医師） 

・患者さんがパスの冊子を持って来ないことが多い（医師） 

 


